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令和 7（2025）年度 資源評価調査報告書（拡大種） 
 

種名 カワハギ 対象水域 太平洋中・南部 

担当機関名 

水産研究・教育機構 水産資源研究所 浮魚

資源部、千葉県水産総合研究センター、神奈

川県水産技術センター、静岡県水産・海洋技

術研究所、愛知県水産試験場、三重県水産研

究所、和歌山県水産試験場、徳島県立農林水

産総合技術支援センター水産研究課、高知

県水産試験場、大分県農林水産研究指導セ

ンター水産試験部、宮崎県水産試験場 

 協力機関名  

 
1．調査の概要 

千葉県から宮崎県に至る10県の漁獲量統計を収集し変動を調べた。また、三重県、徳

島県、大分県の漁業種類別漁獲量をもとに、本種の主要な漁業種類を抽出した。 
 
2．漁業の概要 

愛知県のみ1973年以降の長期的な漁獲量のデータが得られるが、その他の県は1990年
年代後半以降のデータのみ得られ、10県全ての漁獲量データが揃うのは2016年以降であ

る（図1、表1）。 
三重県の漁獲の主体は刺網および大型定置網であるが、2017年以降、鳥羽磯部付近で

の操業が行われていないことから、大型定置網の占める割合は大きく減少した（図2）。
徳島県では小型定置網および建網を主体に漁獲されるが、2013年は底びき網による漁獲

割合が増加した（図3）。大分県では2015年以降、小型底びき網による漁獲が減少し、刺

網および定置網による漁獲が主体となった（図4）。また、徳島県の単位努力量当たり漁

獲量（以下、「CPUE」という）は、底びき網では0.5～12.4 kg/隻、建網では4.8～13.7 kg/
統、小型定置網では5.1～20.2 kg/統の範囲で推移していたが、大型定置網では2005年に

40.6 kg/統、2013年に57.9 kg/統と急増し、そのほかの年では4.5～30.6 kg/統で推移した

（図5）。 
 
3．生物学的特性 

(1)  分布・回遊：青森県～九州南岸の日本海・太平洋沿岸、瀬戸内海に分布する（林・

荻原 2013）。若魚の飼育試験から摂餌限界水温が 11.4℃、生存限界水温が 9.8℃と

推定されるため、瀬戸内海のカワハギは水温が低下する冬季には太平洋へ避寒回遊

する（上田 2015）。 
(2)  年齢・成長：人工飼育による結果から、孵化後約 69 日で体長 46 mm に達すること

が報告されている（塚島・北島 1981）。仔稚魚期以降の年齢・成長に関する知見は

ほとんどない。 
(3)  成熟・産卵：カワハギの天然海域における成熟、産卵に関する知見はほとんどない。

韓国の済州島におけるカワハギの生殖腺重量指数の季節変化と組織観察から、産卵
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盛期は 7～8 月と推定されている（Lee et al. 2000）。 
(4)  被捕食関係：岩礁や海藻表面に生息する甲殻類や砂中に生息する二枚貝や多毛類、

魚類、海藻などを摂食している（末廣 1934）。 
 
4．資源状態 

10県すべての漁獲量データが揃う2016年以降に着目すると、2016～2019年に漁獲量は

減少傾向を示し、2019年には100トンを下回った。その後、2020年以降は概ね100～130
トンの範囲で推移しており、近年の資源状態は横ばい傾向にあると考えられる。 
 また、徳島県のCPUE（kg/経営体）については、大型定置網のCPUEが顕著に増加した

2005年および2013年を除き、全漁業種で大きな変動は認められない。 
 
5．その他 

なし。 
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図 5. 徳島県における漁法別 CPUE（kg/隻または統） 

集計年は漁法によって異なる（底びき網、建網、小型定置網：2004～2024 年、大型定

置網：2003～2024 年）。 
 
 
表 1. 各県におけるカワハギの漁獲量の年変化（トン） 

 


